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同
窓
会
会
報
発
行
に
あ
た
つ
て

同
窓
会
役
員
の
皆
様
に
は
同
窓
会
の

事
業
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
御

礼
を
申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

つ
い
に
三

年
日
に
突
人
と
い
つ
ま
で
こ
の
よ
う
な

生
活
が
続
く
か
と
思
う
と
、
気
が
重
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
以
前
よ
リ
マ
ス

ク
着
用
も
緩
く
な
り
、
人
々
の
動
き
も

活
発
に
な
り
経
済
活
動
も
大
き
く
動
き

始
め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
今
年
も

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
国
民
全
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
の
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
前
同
窓
会
会

長
小
笠
原
力
男
様
の
後
任
と
し
て
副
会

長
の
私
が
推
挙
さ
れ
新
会
長
を
お
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
よ
う

な
若
輩
で
は
と
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た

が
、
就
任
し
た
か
ら
に
は
誠
心
誠
意
同

窓
会
や
母
校
の
発
展
の
た
め
頑
張
る
所

同
窓
会
長
　
片

所

靡
』
は

な
饉

恒

夫

存
で
す
。

何
卒
格
別
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

少
し
自
己
紹
介
を
し
ま
す
と
、
私
は

夜
問
部
出
身
で
昭
和
五
十
九
年
度
卒
業

で
す
。
野
球
部
に
在
籍
し
て
い
て
全
国

大
会

へ
出
場
も
果
た
せ
ま
し
た
。
授
業

が
終

っ
た
後
グ
ラ
ン
ド
で
練
習
し
て
い

ま
し
た
．
学
業
で
は
生
徒
会
長
を
務
め

て
生
徒
会
活
動
も
行
い
仕
事
に
野
球
に

学
業
と
忙
し
い
日
々
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
楽
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は

よ
き
想
い
出
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
五
十
周
年
の
年
で
あ
り

い
ろ
ん
な
制
約
の
中
で
行
わ
れ
た
記
念

事
業
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
本
来

な
ら
盛
大
に
行
い
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
し
た
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

為
、
こ
の
よ
う
な
形
に
な
り
少
々
残
念

で
し
た
。

皆
様
も
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、

平
成
卜
九
年
に
定
時
制
課
程
が
、
午
前

部

。
午
後
部

・
夜
問
部
の
二
部
か
ら
な

る
多
部
制
単
位
制
に
な

っ
て
か
ら

一
五

年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
中
学
校
ま

で
に
不
登
校
を
経
験
し
た
生
徒
や
家
庭

環
境
に
恵
ま
れ
な

っ
た
生
徒
な
ど
多
く

の
生
徒
た
ち
が
、
少
人
数
の
学
級
の
中

で
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ

っ
く
り
学
び
な

が
ら
成
長
し
卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
多
様
な
生
徒
た
ち
の
学
び

の
場
と
し
て
わ
が
母
校
松
本
筑
摩
高
校

の
存
在
は
大
変
大
き
く
な

っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て
も
最
大
限

の
協
力
を
し
て
わ
が
母
校
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
と
合

わ
せ
て
学
校
の
環
境
設
備
等
も
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、

全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
体
育
大

会
第
五
十
七
同
陸
上
競
技
大
会
に
お
い

て
円
盤
投
げ
で
優
勝
、
砲
丸
投
げ
で
二

位
と
輝
か
し
い
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
部
も
部
員
不
足
に
悩
み
な

が
ら
も
頑
張

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
同

窓
会
と
し
て
も
生
徒
の
負
担
軽
減
等
協

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
会
員
皆
さ
ん

の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
活
躍
と
共
に
、

松
本
筑
摩
高
校
の
発
展
を
願

っ
て
お
り

ま
す
。

安
心
し
て
挑
戦
　
経
験

成
長
で
き
る
学
校

校

長

平

林

洋

同
窓
会
長
の
片
所
恒
夫
様
、
前
会
長

の
小
笠
原
力
男
様
を
は
じ
め
同
窓
会
の

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
母
校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
わ
り
、
深
く
感
謝

申
し
Ｌ
げ
ま
す
。

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の

戦
い
は
早
三
年
と
な
り
、
昨
今
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
の
世
情
不
安
、
物
価

上
昇
等
と
相
ま

っ
て
世
の
中
に
は
開
塞

感
が
覆

っ
て
い
る
よ
う
に
映
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
松
本
筑
摩

高
校
で
学
ぶ
生
徒
は
、
か
け
が
え
の
な

い
高
校
生
活
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
生
徒
の
笑
顔
や

一
生
懸
命
に
取
り
組
む
姿
は
、　
一
服
の

清
涼
剤
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
松
本
筑

摩
に
人
学
す
る
前
は
人
と
の
関
わ
り
が

苦
手
だ

っ
た
が
、
｝」
の
学
校
で
挑
戦
し
、

経
験
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
、
自
信
が
つ

凩
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き
人
前
で
も
堂
々
と
振
舞
え
る
よ
う
に

な

っ
た
生
徒
、
自
分
の
力
を
伸
ば
し
た

い
と
入
学
以
来

コ
ツ
コ
ツ
と
学
習
に
取

り
組
み
、
着
実
に
力
を
伸
ば
し
て
き
て

い
る
生
徒
、
時
に
壁
に
向
き
合
い
な
が

ら
も
そ
れ
を
乗
り
越
え
続
け
る
こ
と
で

大
会
に
出
場
し
た
り
、
生
徒
会
等
の
活

動
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
だ
り
し
て
い

る
生
徒
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
と
向

き
合
い
な
が
ら
日
々
を
積
み
重
ね
て
い

ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も

後
輩
諸
君
を
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ

り
大
変
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
ま
た
、

全
国
大
会
に
出
場
し
優
勝

。
準
優
勝
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
生
徒
の
功
績

を
称
え
、
同
時
に
松
本
筑
摩
高
校

へ
の

誇
り
を
持

っ
た
り
、
自
分
も
挑
戦
し
て

み
よ
う
と
い
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
た
り

す
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
、
同

窓
会
様
に
横
断
幕
の
作
成
を
お
願
い
申

し
Ｌ
げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
受
け
入

れ
て
下
さ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
ご
厚
情
に
篤
く
御
礼
中
し
上
げ

ま
す
。
校
合
東
側
の
生
徒
昇
降
国
に
掲

げ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
近
く
に
お
越

し
の
際
に
は
是
非
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

学
校
で
の
学
び
は
、
生
徒
に
、
こ
れ

か
ら
生
き
て
い
く
変
化
が
激
し
く
予
測

が
難
し
い
時
代
に
あ

っ
て
未
知
な
る
も

の
に
遭
遇
し
た
時
に
、
た
じ
ろ
が
ず
、

ベ
タ
ー
な
解
決
策
に
近
づ
け
る
た
め
の

方
法
を
体
得
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
松
本
筑
摩
高
校
は

こ
の
点
も
大
切
に
考
え
、　
一
人

一
人
の

生
徒
に
寄
り
添
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

着
実
な
成
長
に
向
け
、
そ
し
て
社
会
人

基
礎
力
を
備
え
た
人
物
を
輩
出
で
き
る

よ
う
に
教
職
員

一
同
、
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
引
き
続
き
、
後
輩
諸
君
の

く
れ
き
野
の
木
々
も
芽
吹
き
、
水
も

緩
み
、
す

っ
か
り
春
め
い
た
今
日
こ
の

頃
。同

窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
中
し
上
げ
ま
す

筑
摩
高
校
も
新
型

コ
ロ
ナ
ま
ん
延
の

中
で
規
模
を
縮
小
し
五
十
周
年
の
記
念

事
業
も
無
事
に
終
了
致
し
ま
し
た
，

先
生
方
、
実
行
委
員
の
方
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
り
か
え
れ
ば
、
昭
和
四
十
五
年
四

月
に
全
国
的
に
も
ま
れ
な
、
定
時
制
、

通
信
制
の
独
立
校
と
し
て
、
ス
タ
ー
ト

を
し
昭
和
五
十
三
年
に
は
全
日
制
課
程

を
迎
え
入
れ
全
日
制
、
定
時
制
、
通
信

制
の
す
べ
て
の
学
び
の
学
校
と
し
て
発

展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
少
子
化
の

た
め
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
お
力
添
え

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
ｃ

む
す
び
に
、
同
窓
会
会
員
の
皆
様
の

今
後
不
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
と
世
界

の
安
寧
を
お
祈
り
中
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
同
窓
会
長
　
ター、Ｔ
生
壬
膜
〔
　
力
″

男

日
で
も
良
い
か
ら
自
宅

へ
来
い
と
言
わ

れ
、
友
達
と
自
宅
に
お
し
か
け
教
わ

っ

た
こ
と
な
ど
が
脳
裏
に
焼
き
付

い
て
い

ま
す
。

今
も
、
熱
心
に
生
徒
に
寄
り
添
い
指

導
し
て
ド
さ

っ
て
い
る
先
生
方
に
筑
摩

高
校
は
、
大
変
恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

学
校
を
巡
る
環
境
も
、
生
徒
の
減
少
、

学
校
の
再
編
成
、
勉
強
形
態
の
多
様
化

等
様
々
な
問
題
が
こ
の
先
待
ち
受
け
て

お
り
ま
す
が
同
窓
会
も
片
所
新
会
長

の
も
と
魅
力
あ
る
筑
摩
高
校

の
為
に
、

様
々
な
形
で
母
校
の
発
展
に
協
力
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
皆
様

の
益
々
の
ご
健
康
と
ご
発
展
と
共
に
、

母
校
の
更
な
る
発
展
と
充
実
を
祈
念
し

て
お
り
ま
す
。

波
に
全
日
制
は
、
平
成
ニ
ト

一
年
に
開

課
式
が
行
わ
れ
、
現
在
の
多
部
制
、
通

信
制
の
学
校
と
し
て
発
展
し
て
お
り
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
節
目
に
は
、
正
門
の
整

備
、
中
庭
の
整
備
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

整
備
校
内
ラ
ン
の
充
実
、
最
近
で
は
、

県
費
で
補
え
な
い
箇
所

へ
の
エ
ア
コ
ン

の
設
置
等
、
様
々
な
面
で
、
よ
り
良
い

環
境
づ
く
り
に
同
窓
会
と
し
て
協
力
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
（）

五
十
年
前
、
ク
ラ
ブ
活
動
、
文
化

祭
、
修
学
旅
行
な
ど
楽
し
か

っ
た
行
事

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
内
で
も
入
学
し

て
初
め
て
の
宿
泊
面
接
に
参
加
を
し
、

夜
中

に
先
輩
が
差
し
入
れ
し
て
く
だ

さ

っ
た
。
「
山
賊
焼
き
」
の
味
。
　

授

業
内
容
が
理
解
出
来
な
い
者
は
休
み
の

令 和饉 年度 同 窓 〈ム 役 員 名 簿

役職名 氏  名
理事 原 勇

理 事 今 溝 京 子

理事 中 山 京 子

理事 望 月 一 将

理事 赤 羽  徹

役職名 氏  名
理  事 丸 山 幹 雄

理  事 金 井 栄 子

理  事 宮 田   隆
理  事 倉 下 敬 助

理  事 本 田 敦 彦

理  事 上 原 靖 一

役職名 氏  名
会  長 片 所 恒 夫
副 会 長 河 内 國 治
副 会 長 大 原   篤
会  計 ィ∫ヽ 松 英 明

監  事 宮 下   覚
監  事 中 田 幸 男
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〓
豊
不

総
合
体
育
大
会

松
本
筑
摩
高
等
学
校

（５
月
２‐
日
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
ダ
ブ
ル
ス

須
山
セ
ル
ソ
和
広

・
山
本
海
斗
　
優
勝

山
本
蓮

。
上
條
優
人
　
　
２
位

ア
プ
リ
ゴ
ネ
オ

。
新
保
ア
レ
ム
海
人
３
位

赤
羽
悠
太

・
功
刀
祐
希
　
３
位

女
子
ダ
ブ
ル
ス

伊
藤
ま
い

・
武
川
　
愛
実
　
優
勝

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

須
山
セ
ル
ソ
和
広
　
優
勝

山
本
　
海
斗
　
２
位

山
本
　
蓮
　
　
３
位

上
條
　
優
人
　
４
位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

伊
藤
　
ま
い
　
２
位

武
川
　
愛
実
　
３
位

・卓
球
男
子
個
人

女
子
個
人

上
田
市

（
６
月
Ｈ
日
）

・男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
　
２
位

II

窪 重 望 桑 滝
田 野 月 崎 沢

優 大 武 晃 仁
奈 輝 尊 次 士

優 432優
勝 位 位 位 勝

卓
球
男
子
団
体
　
　
　
　
　
　
　
２
位

女
子
個
人
　
窪
田
　
優
奈
　
３
位

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
個
人
　
高
田
大
地

・
波
多
腰
淳
也

３
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
ダ
ブ
ル
ス

須
山
セ
ル
ソ
和
広

・
山
本
海
斗
　
優
勝

女
子
ダ
ブ
ル
ス

伊
藤
ま
い

。
武
川
愛
実
　
　
２
位

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

須
山
セ
ル
ソ
和
広
　
　
　
　
優
勝

山
本
　
蓮
　
　
　
　
　
　
　
２
位

・陸
上
競
技

東
京
都

（
７
／
３‐
～
８
／
３
）

女
子
　
円
盤
投
げ

住
　
凛
華
　
　
３３
ｍ
０１
　
優
勝

女
子
　
砲
丸
投
げ

住
　
凛
華
　
　
９
ｍ
５０
　
２
位

・卓
球
東
京
都

（７
／
２６
～
７
／
２８
）

女
子
個
人

窪
田
　
優
奈
　
　
２
回
戦
敗
退

・ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

千
葉
県

（８
／
８
～
８
／
‐０
）

男
子
個
人
　
山
下
大
夢

・
三
村
悠
人

１
回
戦
敗
退

八
ド
ミ
ン
ト
ン

神
奈
川
県

（
８
／
‐６
～
８
／
‐９
）

男
子
団
体

長
野
県
選
抜

（須
山
セ
ル
ソ
和
広

・

山
本
海
斗

・
山
本
蓮

・
上
條
優
人
）

３
回
戦
敗
退

（ベ
ス
ト
ー６
）

男
子
個
人

須
山
セ
ル
ソ
和
広
　
２
回
戦
敗
退

山
本
　
蓮
　
　
　
　
２
回
戦
敗
退

一バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
個
人
　
須
山
セ
ル
ソ
和
広

山
本
　
　
蓮

上
條
　
優
人

澤
頭
　
秋
哉

女
子
個
人
　
後
藤
　
那
和

丸
山
　
悠
舞

伊
藤
　
ま
い

女
子
個
人

桑
崎
滝
沢
重
野
窪
田

２
位
３
位
４
位
２
位

男 卓
子 球
イ固
人

優 大 仁 晃
奈 輝 士 次

星晨爆是是屋辱同窓会母校援助費で設置

謳

＝珈
●
中
信
地
区
　
定
時
制
通
信
制
生
徒

生
活
体
験
発
表
大
会

日
時
　
令
和
４
年
９
月
８
日

（木
）

会
場
　
塩
尻
市
文
化
会
館
レ
ザ

ン

ホ
ー
ル

優
秀
賞
　
夜
間
部
　
山
崎
　
結
貴
哉

「僕
の
三
年
間
」

（県
大
会
　
優
良
賞
）

優
良
賞
　
午
前
部
　
　
一二
村
　
美
月

「新
し
い
道
」

優
良
賞
　
午
前
部
　
　
伊
藤
　
凛

「前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
た
の
は
」

優
良
賞
　
夜
間
部
　
　
一則
澤
　
愛

「四
年
間
の
振
り
返
り
」

優
良
賞
　
通
信
制
　
　
瀧
澤
　
護

「学
び
が
幸
せ
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
」

審
査
員
特
別
賞
通
信
制
　
　
百
瀬
　
由
衣

「通
信
制
、
六
年
生
」

鬱
中
部
地
区
高
等
学
校
通
信
制
生
徒

生
活
体
験
発
表
会
（原
稿
審
査
）

日
時
　
令
和
４
年
９
月
１。
日

（土
）

会
場
　
金
沢
勤
労
者
プ
ラ
ザ

優
良
賞
　
通
信
制
　
　
廣
田
　
恵
末

「あ
り
ふ
れ
た
悩
み
の
先
に
」

生
活
体
験
発
表
大
会
結
果

県大会 優良賞

定時制夜間部 山崎 結貴哉

０
全
国
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括総

入収
，

“

収入決算額

支出決算額

2,418,982円
1,437,907円

差 引 残 額 981,075円 (令和4年度へ繰越)

(単位 :円 )

(単位 :円 )

科 目 予 算 現 額
収入済額

(B)

増 減

(B)― (A)
備  考款 項 目 当 初

補正

流用
計
０

節

区 分 金  額
Эl大会金 350,000 0 350,000 ∠ヽ 4,000

1入会金 350,000 △ 4,000

202000 200,000 △ 2,000

198,000 198,000 01午前・午後部 198,000 △ 2,000 @2,000円 ×98人
4,000 02夜 Fn5部 4,000 0 @2,000円 ×2人

通信制 148,000 148,000 146,000 △ 2,000

140,000 140.000 01通信市」 140,000 △ 2,000 @2,000円 ×69人
8,000 02 ‖ll孝支「ヽ 8,000 0 @2,000円 ×4人

02会費 0 △ 140,000

01会費 1,070,000 930,000 △ 140,000

01定時制 770,000 770,000 740,000 △ 30.000

690,000 1午前・午後部 660,000 △ 30000 @10,000円 ×66人
Э2夜間部 80,000 80,000 @10,00011J× 8人

02通信制 300,000 1通信制 300000 190,000 △ 110,000 @10,000円 ×19人
)3雑収入 01雑収入 l雑収入 )1雑収入 △ 27 預金利治、
D4繰越金 1繰越金 Эl繰越金 1,142,971 1,142,971 1繰越金 1,142,971 1,142,971 0 令和 2均巨度から
05繰入金 01繰入金 Эl繰入金 0 0 01繰入金 0 0

＾
ロ 2,563,000 0 2,563,000 2,418,982 △ 144,027

出支
Ｑ
υ

科 目 予 算 現 額
支出済額

(B)

残 額
(A)― (B)

備  孝款 項 目 当 初 補正

流用
計
的 区  分 金  額

01運営費 375,000 375,000 24,160 350,840

01運営費 24,160 350,840

110,000 110,000 0 110,000

100,000 100,000 11需用費 0 100,000 総会経費等
10,000 10,000 14使用料及び賃借ll 0 10,000

02事務費 24,160 240,840

09旅費 2,000 23,000 役員旅費
100,000 100,000 10交際費 100,000 0 100,000

11需用費 50.000 50,000

12役務費 90,000 22,160 67,840 切手、 レターパック代
02事業費 910,000 910,000 413,747

1事業費 910,000 413,747

1会報編集費 300,000 64,680 235,320

11需用費 250,000 64,680 185,320 同窓会報
50,000 12役務費

支部活動費 50,000 19負担全補助及び交付金 0

03組織活性
化対策費

80,000 80,000 0 80,000

30,000 30,000 Э9旅費 0 30,000

50,000 50,000 11需用費 50,000 0 50,000

04学校活動
助成費

480,000 480,000 130,933

130,000 08報償費 130,000 125,742 4,258 スクールカウンセラー報酬

11需用費 150,000 123,325 卒業証書ホルダー等
200,000 19負 l蛤補助及び交付金 200,000 100,000 くれき野祭・生徒会助成金

)3繰出金 91繰出金 Эl繰出金 1,000,000 1,000,000 28繰出金 1,000,000 1,000,000 0 母校援助会計1,000,000円
04予備費 Эl予備費 01予備費 278,000 29予備費 278,000 0

0 2,563,000 1,437,907 1,125,093

01会議費

計



(5)令和 5年 3月 1日 松本筑摩高等学校同窓会報 No 52

1.総 括 収入決算額

支出決算額

2,252,000円
2,252,000円

差 引 残 額 0円

入収
，

“
(単位 :円 )

(単位 :円 )

科 目 令和 4年度
予算額(A)

令和 3年度
予算額(B)

比較増減

(A)― (B)

節
備  考

款 項 目 区  分 金  額
1入会金 0

1入会金 350,000 0

lot. ;ir+rtt 202,000 0

196,000 198,000 △ 2,000 01午前・午後部 196000 l_22.000円 ×98人

02夜間部 C2000円 ×3人
02通信制 148,000 148,000 0

134,000 140000 △ 6,000 01通信制 134,000 C2000円 ×67人
14,000 02桐教室 14,000 C2000円 ×7人

02会費 1,070,000 △ 150.000

01会費 1,070,000 △ 150,000

01定時制 770,000 △ 50,000

690,000 690,000 0 01午前 午後部 @10,000円 ×69人
80,000 △ 50000 02夜間部 30,000 @10,000円 ×3人

02通信制 200,000 ∠ヽ 100,000 01通信制 @10,000円 ×20人
33.雑収入 01雑収入 1雑収入 Эl雑収入 925 預金利息、

)4繰越金 01繰越金 01繰越金 981,075 1,142,971 △ 161,896 Эl繰越金 981,075 令和 3年度から
Э5繰入金 01繰入金 1繰入金 0 0 Эl繰入金

〈
口 計 2,252,000 △ 311,000

出支
Ｏ
υ

科 目 令和 4年度
予算額(A)

令和 3年度
予算額(B)

比較増減

(A)― (B)

節
備  考

款 項 目 区  分 金  額
01運営費 △ 50,000

1運営費 325.000 △ 50,000

1会議費 110,000 110,000 0

100,000 100,000 11需用費 総会経費等

10.000 0 14使用料及び賃借料

02.事務費 215.000 △ 50,000

25,000 25,000 0 09旅費 役員旅費

50,000 △ 50,000 10交際費 墜弔費等

50,000 0 11需用費 消耗品代

0 12役務費 通信料等

02事業費 910,000 △ 80,000

01事業費 910,000 △ 80,000

01会報編集費 300,000 △ 50,000

200,000 △ 50,000 11需用費 同窓会報

0 12役務費 郵送料

02支部活動費 0 19負担金補助及び交付金 支部活動助成金
03組織活性化
対策費

80,000 0

30,000 0 09旅費 支部活性化対策会議

50,000 0 11需用費 支部活性化対策会議
04学校活動助
成費

450,000 480,000 △ 30,000

130,000 0 08報償費 130,000 スクールカウンセラー報酬

170,000 150,000 20,000 11需用費 170,000 卒業証書ホルダー等

200,000 ∠ゝ 50,000 19負担金補助及び交付金 150,000 くれき野祭・生徒会助成金

03繰出金 01繰出金 01繰出金 1,000,000 1,000,000 0 28繰出金 1,000,000 母校援助会計

04予備費 01予備費 01予備費 97,000 278,000 △ 181,000 29予備費 97,000

計 2,252,000 △ 311,000
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午前・午後部 夜間部 通信制 計

進 学

大 ）字 3 0 3 6

短 期 大 学 3 0 2 5

専門・各種 20 1 9 30

計 26 1 14 41

就 職

県  内 19 0 20 39

県  外 0 0 3 3

公 務 員 0 0 0 0

計 19 0 23 42

卒業人 数 (予定 ) 65 3 79 147
*就職は就業場所で計上。

‐
進 学 先   (順不同 )
【四年生大学】

松本大学、清泉女学院大学、武蔵野大学、聖学院大学、人間総合科学大学

【短期大学】

松本短期大学、松本大学松商短期大学部

【専門学校・各種学校】

長野県松本技術専門校、大原スポーツ公務員専門学校松本校、専門学校未来ビジネスカレッ
ジ、松本1青報工科専門学校、松本調理師製菓師専門学校、信州スポーツ医療福祉専門学校、
長野美術専門学校、長野ビジネス外語カレッジ、諏訪市医師会附属准看護学院、長野県福
祉大学校、長野県公衆衛生専門学校、東京健康科学専門学校、横浜 fカ レッジ、日本工学
院八王子専門学校、読売理工医療福祉専門学校、 トヨタ東京自動車大学校、静岡工科自動
車大学校、新潟コンピュータ専門学校、埼玉県栄養専門学校、舞台芸術学院、新潟農業
バイオ専門学校、文化服装学院

は■甲内定先 (順不同)

株式会社オーイケ、グロリアス・ジャパン株式会社、

イオンリテール株式会社、ダイナパック株式会社、株

式会社ケアズリンフ、株式会社和田正通信サービス、

株式会社アートプランニング、ナルコ薬品株式会社、

丸信化工株式会社、エア・ウォーター マッハ株式会社、

株式会社ハタ研削、有限会社観光荘、株式会社信生、

社会福祉法人サン ビジョン、株式会社 IHIキ ャス
ティングス、信和建設株式会社、株式会社ツルヤ、日

本通運株式会社、巴協不ロリネン株式会社、中信社会福

祉協会、マクセルイズミ株式会社、信越ポリマー株式

会社、ファナックパートロニクス株式会社、株式会社

うめはら蓼科工場、株式会社キョウデン、株式会社つ

ばくろ電機、株式会社ステーションビル M DOR、 株
式会社」∨Cケ ンウッド長野、株式会社木下工務所、

千代田株式会社、株式会社三公商事、ALSOK介 護
株式会社、洗馬農業協同組合、泉カーサービス株式会

社、ワタキューセイモア株式会社、株式会社テーケー、

株式会社 タイヤショップピットイン、笠原正稔税理
士事務所株式会社、西日本宇佐美中部支店、 」&T環
境株式会社

ヾ
〓

川 Ⅲ 円 川 ‖ Ⅲ 印 ‖ 川 Ⅲ 川 椰 ‖ Ⅲ 出 ‖ ‖ 離 Ⅲ Ⅲ ‖ 田 Ⅲ ‖ ‖ Ⅲ 田 ‖ Ⅲ Ⅲ 田 川 m‖ Ⅲ 川 ‖ 田 出 ‖ Ⅲ Ⅲ ‖ Ⅲ 田 ‖ 印 Ⅲ Ⅲ 出 川 mⅢ 旧 ‖ Ⅲ Ⅲ ‖ Ⅲ 出 Ⅲ 川 Ⅲ Ⅲ Ⅲ 田 釧 Ⅲ Ⅲ ‖ !″
乞

書の発行について ★☆★     言
(2)発 行手数料は、長野県収入証紙を購入し、申請時に事務
室に提出してください。

●長野県収入証紙を購入できる場所は、長野県公式ホームペー

ジで閲覧できます。

⑬県外にお住まいの方など長野県収入証紙を購入できない方

は、郵便局で定額小為替を購入し、証紙に替えて提出して

ください。(定額小為替の発行には手数料がかかります。)

蟻生活保護法による保護を受けている方は、発行手数料が免

除となります。 (福祉事務所長・同所地区担当員又は民生委

員・市町INl長の証明書が必要となります。)

脩在校生に対する証明には手数料がかかりません。また卒業

生であっても卒業した月 (通常 3月 )内 は発行 手数料が
かかりません。

注 1

★☆☆ 証 明

発行期限を経過したものについては、証明書の発行はで

きません。ただし、発行期限経過で証明書の発行ができ

ない場合、希望により、無料で「証明書を発行できない

旨の証明書」を発行します。詳細は事務室にお問い合わ

せください。

大学・専修学校等の出願書類として必要の方で、期限を

過ぎている場合は出願先に問い合わせて指示を受けてく

ださい。

証明書は、卒業時の氏名での発行になります。姓がかわっ

た場合でも、新しい夕Lで証明書を発行することはできま

せんのでご了承願います。

所定の証明書交付中請書に必要事項を記入の上、事務室

に提出してください。

*FAX、 メール、郵送可
*中請書の様式は学校ホームページからダウンロー ドで

きます。

注 2

注 3 (1)

(2)

長野県松本筑摩高等学校 事務室
〒390-8531長野県松本市島立 2237

員ヨ話 :0263-47-1351  FAX:0263-40-1521

メーール chikuma― hs@preinagano lgjp

証明書の発行には時間を要しますので、申し込みは余裕

をもって行ってください。

手数料、送料が不足の場合は証明書の発行はできません。

|1 1!!!!i:1ド

種  類 卒業後の発行期限 発行手数料 (1通 )

卒 業 証 明 書 永 年

400円成 績 証 明 書 5年

単位 修 得 証 明書 20年

調 査 圭
日 5 年 500円

%ШⅢⅢⅢ[

1.証明書の種類、発行期限、手数料

2.申請方法および手数料の納付について

3注 意 事 項

4.申込 :問い合わせ先


